
金ヶ崎周辺夜間景観整備（プロジェクションマッピング等）業務委託 

公募型プロポーザル審査結果について 

 

 

１ 委託業務の名称 

金ヶ崎周辺夜間景観整備（プロジェクションマッピング等）業務委託 

 

２ 選定した委託予定事業者 

（株）丹青社 代表取締役 高橋 貴志 

 

３ 公募期間 

 令和２年１０月１４日から令和２年１１月４日まで 

 

４ 選定委員会による審査の概要 

（１）選定委員名簿（敬称略） 

委員氏名 役職等 

片山 富士夫 敦賀市副市長 

藤森 和明 
「敦賀・鉄道と港」まちづくり実行委員会 

（敦賀港イルミネーションミライエ主催団体） 

岸本  昇 

（代理 桝田 佳奈恵） 
（一社）敦賀観光協会  

畠  聖史 （公社）敦賀青年会議所理事長 

山本 一恵 
（公財）ふくい産業支援センター  

デザイン振興部 

 

（２）選定委員会の開催日 

 令和２年１１月１０日 

 

  



（３）審査基準 

No 審査項目 審査基準 配点 

1 
敦賀市及び計画に対

する理解度 

・敦賀市の地勢及び地域特性に関する十分な知

識と理解を有しており、提案内容に盛り込ま

れているか否か。 

10 

2 同種・類似業務の実績 

・過去約５年間（平成２７年４月１日から令和

２年９月３０日）のプロジェクションマッピ

ング等整備業務の元請受注実績があるか。 

 ※共同事業体で提案する場合は、代表構成団

体だけでなく、その他構成団体も含むもの

とする。 

10 

3 
工程計画（実施フロ

ー）・実施体制 

・工程計画（実施フロー）の内容が具体的かつ実

現可能か。 

・実施体制において、有資格者を含む、必要かつ

十分な体制を確保しているか。 

10 

4 コンテンツの内容 

・仕様書に定める要件を満たしているか。 

・敦賀らしさの演出 

・当該事業の推進に当たって想定される課題と

対応策について、具体的かつ実現可能か。 

・その他業務について、具体的か。 

40 

5 事業効果 ・事業実施により賑わいが見込まれるかどうか。 10 

６ 維持管理経費 
・通常管理しやすい仕様 

・５年間の修繕等の維持管理コスト等 
15 

７ 見積額 

・提案上限額以下か否か。 

・適正かつ必要最低限度の見積額となっている

か否か。 

5 

合             計 100 

 

５ 参加者 

金ヶ崎周辺夜間景観整備（プロジェクションマッピング等）業務委託公募型プ

ロポーザル募集要項に基づき４者が参加しました。 



６ 審査結果 

審査結果は以下のとおりです。 

（１）評点（順不同） 

会社名 評点 平均点 

A 379 75.8 

B 338 67.6 

C 334 66.8 

D 298 59.6 

・ 選定委員１人あたり 100点満点 

・ 平均点が６０点以上、かつ、５人の評点合計が最も高い者を契約候補者とし

て決定しました。 

 

（２）審査講評 

 インタラクティブコンテンツ（人感センサーを伴う人の動きとの連動）を採

用する提案、映像コンテンツ制作において地域性やストーリー性が高くクオ

リティの高さが見える提案、投影する映像及び照射機材の数量等を柔軟に増

減させられる照射システムの優位性を提案されるなど、各者の強みを活かし

た提案であった。 

 計画地における将来の夜間景観創出イメージの提案を受けながら、今回の予

算の範囲内で実現可能な事業計画を審査することから、現在当該地で開催さ

れている敦賀港イルミネーションミライエとの連携や周辺施設との連携に

言及された提案が優位に評価された。 

 集客を図る手段について、来場者自身の SNS による拡散を狙う点について

は各者共通であったが、金ヶ崎周辺における既存施設との連携に着眼してい

る提案の評価が高かった。 

 プロジェクター等のハード設備について、公共空間であることや海沿いなど

の立地特性を念頭に、機材の落下防止策、子供たちの目線や視力への影響に

関する考察など、観覧客の安心安全に配慮した計画が複数見られたが、選定

事業者の提案はより安心に観覧できる計画であると審査員に判断された。 

 今回選定した企画提案はインタラクティブコンテンツを持たない企画であ

るが、敦賀や金ヶ崎の特徴を最も理解し、敦賀ならではのストーリーを有し、

その色彩やデザインは洗練された印象を受け、本市でしか味わえない魅力、

オンリーワンを想起させるデザインである。 

 子育て世代の評価が高いと思われるインタラクティブコンテンツを今後加

えていくことで、金ヶ崎緑地における夜間の誘客ターゲットが複軸化され、

よりよい夜間景観となる希望が見えた。 



 委託予定事業者に向けては、本事業の目的が夜間景観の創出による誘客促進

であることを念頭に、よりクオリティが高く集客につながるコンテンツ等の

制作を期待すると共に、インタラクティブコンテンツの導入についても検討

いただきたい。 

 また、供用開始前後の誘客策についても市と共に取り組んでいただきたい。 

 

７ 担当部署 敦賀市観光部新幹線まちづくり課 

〒914-8501 福井県敦賀市中央町２丁目１番１号 

TEL 0770-22-8241 

 


